




スリムで強靱な「新しいＮＨＫ」を目指す構造改革

保有するメディアの整理・削減
放送波の整理・削減にあたっては、現在提供しているコンテンツに対するニーズを踏まえ、視聴者のみな
さまの利便性を損なわないことに留意しながら進めます。
衛星波は２Ｋのうち１波を削減、将来的に右旋は１波化を視野に検討
○衛星波のうち、右旋の３波（ＢＳ１・ＢＳＰ・ＢＳ４Ｋ）の見直しを行い、2023年度中に２Ｋのうち１波を
削減します。削減にあたっては、番組の一部を他の放送波に移すなど編成上の工夫に努めます。さらに、
将来的には４Ｋの普及状況を見極めて、１波への整理・削減も視野に入れて検討を進めます。
○ＢＳ８Ｋについては、効率的な番組制作や設備投資の抑制を徹底し、東京オリンピック・パラリンピック
後に、あり方に関する検討を進めます。

音声波は２波（ＡＭ・ＦＭ）への整理・削減に向けて検討
○音声波については、民間放送のＡＭからＦＭへの転換の動きや聴取者への利用実態調査の結果などを
考慮しつつ、インターネットの活用や編成上の工夫をしながら、2025年度に現在の３波（Ｒ１・Ｒ２・ＦＭ）
から２波（ＡＭ、ＦＭ）へ整理・削減する方向で検討を進めます。

ＮＨＫのコンテンツにいつでもどこでも触れられるようインターネットを適切に活用
○日本への理解促進のため、海外向けコンテンツを、衛星放送だけでなくインターネット配信も活用
して、きめ細かく、効率的・効果的に世界に発信します。

○インターネットでの地方向け放送番組の提供は、必要な設備を整備し、段階的に進めます。
○インターネット活用業務実施費用の抑制的な管理に向けた体制を整備します。

インターネット活用業務

効率的な業務体制の確立と保有設備の削減
○経営資源を放送・サービスに集中させるため、管理間接部門を削減するなど、グループ全体で業務や要
員などの全面的な見直しを行い、合理的なコストによる効率的な業務体制を確立させます。

○老朽化した東京・渋谷の放送センターや各地の放送会館の建て替えを進める一方、設備のシンプル化・
集約化・クラウド化を推進して保有設備の削減を進めます。

営業経費の削減と視聴者の満足度を高める視聴者コミュニケーション改革
○ポストコロナ時代を見据え、訪問によらない効率的な営業活動への移行で経費を削減するとともに、
営業経費のさらなる抑制を図るため、新たな制度の導入を国に求めていきます。

○契約いただいているみなさまとの結びつきの強化や、満足度を高める取り組みを推進し、視聴者の
みなさまにより信頼され、より必要とされるＮＨＫとなるために努力を重ねます。

グループ全体での「新しいＮＨＫらしさの追求」に向けた体制構築とガバナンスの強化
○ＮＨＫの関連団体については、「新しいＮＨＫらしさの追求」に向けて機能・役割を見直し、子会社をは
じめとした全体の規模を縮小するとともに団体の数を削減してスリムで強靱な体制を構築します。

○子会社については、改革をよりスピーディーに進めるため、中間持株会社の導入を視野に業務・要員
の効率化や管理機能の集約など、ガバナンスの強化を進めます。

○財団については、社会貢献事業を強化するため業務のあり方を見直し、2023年度の統合に向けて検
討を進めます。

経営計画の進捗状況の評価・管理の明確化
○決算と業績の評価を重視し、客観的なデータに基づいて改革・改善の進捗管理を行い、目標達成につ
なげる仕組みを明確化します。代表的な指標等は公表し、説明責任を果たします。

○ＮＨＫグループ全体として、経営委員会が定めた「内部統制関係議決」に基づき整備した体制（「関連
団体運営基準」等）を適切に運用し、コンプライアンスの徹底など業務の適正性を確保します。

「受信料の価値を最大化」するためのマネジメント施策




